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仲間と一緒に生活改善、『糖尿

病教育入院』をしてみません

か  医師や看護師だゲα ″ /ι き
れ料 電 のヽル ミ患者 さん同士で,ま通じ

ク ,、療養生活の溜続でD励みたなつて
いきます

日本鋼管病院 看護師 竹松 真紀子
糖尿病教育入院というのを問いた事がありま

すか ?糖尿病はよく生活習慣病といわれますが、
生活習慣の改善はなかなか難しいものです。家

の冷蔵庫の中や戸棚には誘惑がいつぱいです。

世の中には糖尿病に関する本が沢山ありますが、

自分で勉強するなんて、よっぽど決意を固めな

ければ出来ません。そんな時、今までの生活を

振 り返つたり、糖尿病に関する正しい知識を身

につけたり、実際に食事療法を受けたりして、

今後の療養生活に生かせる体験をするのが糖尿

病教育入院です。

施設により入院期間は様々ですが、 日本鋼管
病院では 2週間です。 X師、看護師、薬剤自ド、
栄養士、検査技師などそれぞれの分野のスペシ

ャリス トから実際の病気についての詳しい説 HIl

や、日常の過ごし方、薬、食事療法、運動療法、

また普段受けている検査の意味などについて講

義を受けます。糖尿病についてのDVDも 活用
します。また当院では、退院後を意識 して人院

生活を送つて頂くため、時間のあいているとき

は、理学療法士の指導のもとウォーキングをし

たり、実際に退院後の生活を想定して試験外泊

をしたりします。

年齢や性別、生活環境がそれぞれ異なる入院

患者さんたちですが、糖尿病という同じ病気に

罹患した者同上、悩みや不安を共有し、時には

励ましあいながら同じ時間を過ごすということ

は、とても意義のあることで、教育入院の最大

の特徴だと思います。

さて私が教育入院の講義を担当して、最近ち

ょっと気になるのでこの機会に触れさせていた

だきたいのが、口腔ケアについてです。糖尿病

の合併症で、 7mFの壊疸は有名ですが歯周病や虫

歯が糖尿病の方に多いことはあまり知られてい

ません。血糖が高い時の国の中は、なんと絶え

ず飴をなめているような状態になるのです。ま

た、身体の免疫力が低下する為、歯周病が起き

易くもなります。食後の歯磨きはもちろん、定

期的な歯科受診が大切です。最近は一般的にも

デンタルケアヘの関心が高く、様々なグッズが

出ていますので、上手に使って生涯自分の歯で

過ごしたいものですね。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

開催予定等は下記ホームページをご覧ください

【公益社団法人日本糖尿病協会】〒102-0083東 京者5千代 田区麹町224麹町セン トラル ビル 8F
TEL:03(3514)1721 FAX:03(3514)1725

http://www.nltokyo.or.ip/

【神奈川県糖尿病協会】〒210-0013神奈川県川崎詞 |1崎区新川通121り |1崎市コ |1崎病院内

●濫訪格欄:膨η冨盤:脚翠



つ
こ

神奈川県糖尿病協会会報 第 106号

2012年

ウォークラリーの

ご報告

ズーラシアでのウォークラリーはもう何

回も行われていますので楽 しみにしておら

れる方も多く、今回も約 400名 の参加があ

りました。

1週 間 くらい前か ら当 日の天気予報は

雨でとても心配していました。28日 朝 6時、

雨は降っていませんでしたので、家を出て

ズーラシアに向かいました。途中、少 し薄

日が射 してきた りもしました。 しかし9時

半ごろズーラシアに着いた時には雨が降っ

ていて、10時頃にはひときわ強くなりまし

た。中止することも頭をよ

ぎりましたが、すでに非常

に多数の人が集まっており

やる気がむんむんと立ち込

めていました。スタッフー

同、かなり迷いましたが、

決行することになりました。

ただしお年寄りなど足を滑

らせた りお風邪 をひいた りすることも心配

で したので、各 自の判断でいつでも中止 し

ていただ くこととしま した。

10時過 ぎに、半 田会長 による開会 の挨

拶 と坂本副会長 による開会宣言がな され、

終了が予定より30分早まること、場合によ

っては青空教室 も中止になることなどが伝

えられ、ウォークラリー開始 とな りま した。

入場後、小雨は降 り続 きま したが土砂降

轡 ′午後から顔ιい扇ウと力疑 %、 ″″ ち テル

乃%盤そ 夕って祈っつ まヽした。 層の中決夕された
20■″議∽ クォーク/~ノ ー|ま無事終 アιました。

H24年 10月 28日 (日 ) よこはま動物園ズーラシア
神奈り|1県糖尿病協会

会長 半田みち子
(川崎市立 井田病院)

りにはならず、何 とかウオークラリーは続

けることができました。例年のことですが、

お子様連れ、ご家族でのご参加が目立ちま

す。患者会によつては早めに切 り上げてお

帰 りになつたよ うですが、大多数の人達

はゴールまで歩きました。昼近くになり雨は

小ぶ りとなり、昼食はテン トの中や、コロ

コロッジなどの屋根つきのスペースで摂る

ことができました。

青空教室の時間には雨はほぼ止んでい

ました。井上光子先生による「糖尿病の食

事療法」、非常に分か りやす くて声 も良 く

通 り、ためになるお話で した。

その後、朝できなかつた体操 を、大塚先

生のご指導の下に行い、閉会式となりました。

クイズの回答 とそれに続 く賞品選びは大変

な賑わいで した。

毎年 この催 しをサポー トして下 さるノ

ボ・ノルデ ィスク会社の皆様には心より感

謝致 します。

糖尿病ケアの世界的なリーデイングカンパニ…

ノボ ノルディスクフアーマ株式会社は、180カ 国で製品を販売する

世界的なヘルスケア企業の日本法人です。

糖尿病ケアにおいては、「Changin9 Diabetes"― 糖尿病を変えるJを掲|ス

糖尿病克服に向けての研究開発はもちろんのこと、

さまざまな分野で社会活動を行つています。

ノボ /1レデイスクフアーマ株式会社
〒1000005東京都千代田区丸の内211明 治安田生命ビル
電話 (03)62661000(代表)FAX(03)62661800
Wヤヽ
～
ソnOVOnord`k cojp
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「南房総いこいの村たてやま」研修旅行に参加して

平成 25年 6月 16日 (日 )～ 17日 (月 )パ ルの〃理り
｀
βの議 こヽあク・ 。磁疲どの測定 6

あるι・・少 ιど
｀
褒美 6ぼιいι・・工夫 ιて、こ馳走を楽 ιみなが

｀
ら頂戸きまι/―。

平沼クリニック  「平成会」
(1) 1日 目
6月 16日 (日 )天候は、あいにくの小雨でした

が、横浜天理 ビル前に午前 9時 45分に集合 し
ました。友達同士で初めて参加 されたグループ、

お独 りで初めて参加 された方、何年かぶ りに参

加された方など、皆様の参加状況は様々でした。

私も久 しぶ りに参加 させて頂きました。また沢

山の参加者がいると思って早めに申し込んだ方

が多かったようでした。初めて独 りで参加 され

た方などは、役員 との面識がなくお互い戸惑っ

ている様子もうかがえま した。医師・看護師・

医療スタッフの皆様の引率をとても心強く感 じ、

自分なりに安心 して、予定通 り午前 10時に横浜
を後に出発することがで

きました。
バスは、横浜～アクア

ラインを通 り、房総半

島・千葉県方面へ向かい

ました。
バスの中の雰囲気は良く

て、幹事の坂本次男 さん

が準備 してくださつたク

イズをして遊び、隣の方

との会話もはずみました。

皆様はお互いにすぐにうちと

ようです。私も独 りで参加し

じました。

アクアライン海ほたるを見学し、昼食をはさ

み、千葉県館山市にある「渚の駅たてやまJを
散策しました。小雨の中、傘をさしながらも海

辺の広場、展望デッキなど少し見学することが

できました。

宿泊のホテルには予定よりも早めに到着しま

した。入浴後に研修です。

研修内容

① 金澤先生 (り 1崎市立井田病院)の

講義

糖尿病患者さんの夏の過ごし方

運動と水分管理

② 高橋看護師 (日 本鋼管病院)の講

義 フットケアについて
③ 血糖値の沢1定 (夕食前 。夕食後)

露

静

驚

(横浜市西区) 会長 坂元 良江

(2) 2日 日
研修内容

① 血糖値の測定 (朝食後)

野島崎灯台の散策 :灯台は房総最南端の自亜

の灯台で知られており遊歩道が整備された公園

が隣接しています。 私たち 4,5人は、野島崎灯
台の散策の後、お店のまわりをぶらぶらしてい

ました。幸いなことに金澤先生とご一緒になり

お話しさせていただきました。初めて参加され

た皆さんは本当にラッキーで、光栄の至りと大

変喜んでいました。

(3)参加 して感 じたこと

研修について :金澤先
生のご講演、高橋看護師

のフッ トケア、血糖値の

沢1定など内容が充実 して

いました。

食事について :ホテル

の夕食は 1,100kcalで し

た。私が通院 しているク

リニックの管理栄養士の

先生から、1 日 1,440kcal、

けることができた  タンパク質 40g、 塩分 6gの指導を受けていま
ましたが楽しく感  す。具体的なところではタンパク質が多い主菜

の目安は手のひ らにのる位、そして塩分を控え

めにと言われてお ります。普段はなかなか実行

出来ていません。そ して今 日は、沢山の料理が

目の前にあり。・血糖値の汲1定 もあるし。・少

しご褒美もほしい し・・。 しか し、迷いをふ り
きり、ごはんとそばが出てきたところを、そば

をやめ、天ぶ らを控えるなど工夫 して、ご馳走

を楽 しみながら頂きました。心配だつた食後の

in_糖測定では、血糖値が高くないことを確認 し

て、ひと安心しました。

夕食の際、医療メーカースタッフの皆様方に

は各テーブルヘお茶、お水の気配 りをして頂き

ました。大変 うれ しく感謝の気持ちでいつぱい

です。

最後になりましたが、医師と看護師、医療ス

タッフの皆様、そ して幹事の坂本 さん、布村 さ

んありがとうございました。
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第 5回食事勉強会のご報告 平成25年 3月 10日 (日 )in相模原協同病院

病院厨房の力を使つて地産地消のお手製食事勉強会の試み

相模原協同病院 管理栄養士 石川知子
画 して当日を待ちました。

そ して迎えた当日です。血糖測定は神糖協津

村先生 と当院代謝内分泌科山口先生の 2名 体制

であたつてくださり、テーブル席の番号順に沢1

定ブースヘ移動 してもらったため、混乱なくス

ムースに進みました。参加者は先生に血糖測定

してもらい、不安なことも質問できて満足気で

した。血糖淑1定終了後は、各 自で自分に合った

量のご飯を取 りに行き、食事のスター トとなり

ました。お弁当箱の蓋を開けて「わあ、キレイ」、

食べながら「野菜がおいしいJな ど楽 しそ うな
会話が弾んでいました。

食事会後は、医師講義です。「内科医と糖尿病

フットケアJと 題 して当院の山口真哉先生のお
話があ

りま し

た。食

後で眠

気が襲

う時間

にも関

わ らず、

皆 さん

とて も

熱心 に

かを問い合わせると、かぶ、大和芋、大根、人

参、小松菜、のらぼう菜の 6種類があがりまし

たので、これらの新鮮な相模原産食材をふんだ

んに使い、おいしくてヘルシーなメニューをコ

ンセプ トに献立作成に取組みました。参加者は

スタッフを含め 55名 と多いため松花堂弁当箱
を使用することに決め、弁当やお碗、お茶を配

るタイミングやスタッフの動きなどを詳細に計

聞いていらっしゃいました。参加者の感想では、

「今 日は、見た目きれい、食べておいしい、感

激で した。J「大変有意義で した。足病変の説明

は分かりやす く良かった。」とい う意見が間かれ

第 5回食事勉強会は盛況に終えることができま

した。

当日のメニュー :菜飯 鯛のかぶら蒸し ヘルシー
つくねのスパイシー南蛮漬け 炊き合わせ
のらぼう菜の梅ソース うどの金平 清し汁 果物

(4)

第 5回食事勉強会を相模原協同病院で担当し
てもらえないかとのご依頼を頂いたとき、即座

にお受けすることを決めました。と同時に、こ

れまでの食事勉強会とは一味違う、当院の持ち

味を活かした食事勉強会にしたいと考えました。

幸にも当院は、地域住民の方を対象に糖尿病や

脂質異常症などの生活習慣病をターゲットにし

た 「生活習慣病を防ぐヘルシーランチの会Jを
隔月開催しており、3月 は毎年、患者会の食事

会も同時開催していました。このノウハウを活

かせば、外のお店に頼らず、神糖協初の試みと

して病院厨房お手製の食事勉強会が開催できる

と考えたのです。

成功するか否かは、メニューで決まります。

まず 、

当院 の

地 産 地

ヤ肖ク
゛
ルー

フ
゜
で あ

る」Aア

サヒアク
゛
リ

に どん

な食 材

が納 品

で き る

糖雛病とともは、‡よ嗜皐つと生きる |

あなた鈴た時ti。

サIIt性 .ヽや すく、人|:や摯
=|｀
血精測t‖■お嘱1■

'ユ
めざキは、まり1■ ltl tt lllti寺

`'た

めい・ヽ lⅢ′t¨ :Ⅲ …4す屹蛉
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方 の 分 ″ 介

患者代表

会長 宮本尚明

平塚糖友会は、現在の会員数 30名 (その内病

院スタッフ 10名 )で、少人数の患者会です。会
の発足は昭和 50年 (1975年 )と 古く、その当

時の事情は良くわかりません。私が入会したの

は平成 8年で、その頃の会員数は約 60名、指

導医は高田一太郎先生で、会の活動は盛んでし

た。高田先生は 5年ほど前に退職され、市内に

クリニックを開業されており、現在そちらに通

院されている数_7.の患者さんも当会に入会され

ています。3年前から、山口実菜先生が赴任さ

れ、指導医として治療、会の指導にあたられて

います。

主な年間行事として以下を行つています。

1: 5月 の総会と食事会

2:6月 のアジサイウォーキング (鎌倉、開成町、
平塚市内の名所等)

3:ネ申奈り|1県糖尿病協会主催のウォークラリー、

及び食事勉強会への参加

4: 平塚共済病院主催の糖尿病週間行事への参
ブ〕日

糖尿病の治療では、自己管理が一番大切で、

それを一生続けてゆくには、大変な努力が必要

とされます。時には挫けそうになつたり、悩み、

苦しんだりします。そういう時に悩みの相談に

乗つてもらつたり、励ましあったりする仲間を

見つけることができるのが患者会の役目と考え

ています。

現在、会員数の減少、会員の高齢化に伴う行

事への参加者の減少、新規入会者の不足等、多

くの問題を抱えております。今後、新しく赴任

された山口先生をはじめとする病院スタッフの

方々と患者会員とで協力し、会員数の増加と新

しい活動、行事への挑戦に取り組んでいきたい

と思つています。

〓指導医力
'ら
クどξ 〓

平塚共済病院 内分泌代謝科 山口実菜

糖尿病の治療は継続することが大切ですが、

途中で投げ出したくなる時があると思います。

そんな時愚痴を言い合ったり、一緒に勉強する

仲間がいることはとても大切です。糖尿病とう

まく付き合つていくための手段の一つとして患

者会を利用してもらえたらいいな、と思つてい

ます。私が当院に赴任して 3年目。これから患

者会の活動を少しずつ大きくしていこうと考え

ているところです。
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「平成 24年・小田原地区での糖尿病週間行事*」のご報告

平成 24年度は第 33回 目として小田原薬剤
師会・夏目善文氏が実行委員長となり、2日 間
にわたつて実施されました。1日 日は各市町で

それぞれ独自に開催されました。小田原市で

は 10月 7日 ふれあいけんこうフェスティバルと

同時開催され、ロビンソン百貨店の1階フロア

ーで、医師。歯科医師・薬剤師・保健師・管理

栄養士による相談や、血圧測定。血糖沢1定・血

管年齢沢1定・骨密度測定などに大勢の人々が

列を成し、特に作業療法士会による手作リスト

ラップやキーホルダーのコーナーには、子ども

たちが多数押し寄せ大盛況でした。また、ステ

ージ上では各団体の活動発表が繰り広げられ、

日曜の混雑するデパートの中でよリー層輝きを

増していました。箱根町では、9月 26日 健康・

福祉フェスティバル、真鶴町では、7月 14日 真

鶴町福祉大会、湯河原町では、7月 22日 町民

健康デーと同時開催されました。

2日 目は実行委員全員参加の合同行事とし

て、小田原市保健センターで 11月 11日 に行
われました。午前の部は栄養士会が主となり、
「バイキングでカロリーチェックJをテーマに参

平成 25年度 上半期協会活動のご

食欲のス 教育の秋とιて参加者
=こ
とつて充実し/_―

ノ日
=こ
なつ/_―ご&切わ 切%ゲ九

神奈川県栄養士会

湯河原中央温泉病院

高橋 正子
加者全員で調理実習し、出来上がった主食・

主菜・冨1菜を、テーブルに綺麗に並べ、パーテ

ィー会場のような雰囲気が出来上がりました。

その後、バイキング形式でお盆に取り、病院管

理栄養士によるカロリーチェックを受けてから、

会食です。午後の部は、横須賀共済病院薬斉1

科の上井路子先生の講演会が開かれました。

テーマは「付き合い方で差が出る糖尿病薬の

お話 Jで、毎 日のお薬正しく飲めていますか ?

という問いかけから始まり、自分たちが飲んで

いる薬についてしつかりと学ぶことができまし

た。

*一市三町 (小田原市。箱根町・真鶴町・湯河原町)
と、小田原保健福祉事務所、小田原医師会、小田

原歯科医師会、小田原薬剤師会、神奈川県臨床衛

生検査技師会、神奈川県栄養士会が実行委員会を

結成し、委員長、副委員長、会計、書記、事務局と

役割分担しています。さらに、実行委員には神奈川

県作業療法士会、小田原ライオンズクラブ、小田原

白梅ライオンズクラブ、小田原松風ライオンズクラブ

が名前を連ねています。

神奈川県糖尿病協会

副会長

津村 和大

(川崎市立 り:1崎病院)

(土 )。 28日 (日 )の 2日 間にわたり京都国際会

館で開催され、おかげさまで大盛況のうちに終

了いたしました。2日 間の会期を通じた参加者
総数は、1,096人 に上りました。

″為 鰯 所 協     鶴 議 つ ご報告
平成 25年 7月 27日 (土 )・ 28日 (日 )京都国際会館

日本糖尿病協会では、今年から糖尿病の療

養指導にたずさわる全ての職種。医療スタッフ

を対象にした学術集会を開催することになりま

した。今年は、記念すべき第 1回。7月 27日

サノフィ1凛、グ轡…ノ守しに多角簿蓼難を議鐵するヘルスケアリーダーとして、議警さん鍮議―ズ機拗 …島スしています。  仏
誓

サノサィ棟武会社
SA獄OFIT163・1438釉 撥憾麟鱗鸞塁丁継2暉2撃 驚驚オペサシサイタツー ¬瞥讐.SanO鵞 co、 lp
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今回の学術集会の特

徴は、国内の大規模学

術集会としては初の試

みとして展開されたスモ

ールグループディスカッ

ションでした。これは、糖

尿病診療に関わる 12テ
ーマについて、約 100の

グループに分かれた参

加者が、職種の枠を超えて 3

報交換を行うプログラムです。

熱いディスカッションから

生まれた相互理解を通

じて、チーム医療のコン

センサス獲得への萌芽

がみられ、また、糖尿病

療養指導の未来に希望

を抱かせる発表を数多く

間くことができました。

第 2回 日本糖尿病協

時間にわたり情  会療養指導学術集会は、平成 26年 7月 1213
各グループでの  日、京都国際会館で開催の予定です。

″麦地郷屍庁1がつθ13のご案内 ノ
秋は、学びの機会が盛りだくさん !今年も「神奈川糖尿病デー」に参加して、糖尿病の

正しい知識・最新情報を学びましょう。

今回は、午前中に医療スタッフ向け講習会、午後に患者さん向け公開講座を開催いた

します。ご病気を取り巻く情報が溢れる中で、あなたに合つた取り組みを再確認する良い

機会ですね。

健康食品の展示口試供品の配布なども予定しています。

詳細は、パンフレットが完成次第、協会事務局より各患者会にご送付いたします。

開催日時:平成 25年 11月 17日 (日 )
★医療スタッフ向け講習:9時～12時 (予定)
★市民向け公開講座:13時～16時 (予定)
開催場所:はまぎんホールヴィアマーレ

JR桜木町駅下車
動く歩道利用徒歩 2分

参加費: 無料
お 申 込 み :市 民 向 け 公 開 講 座 は 、

事前申込不要

舅

1絆嘩l見
↑『ざi「   | 体系的な血糖測定が、

鸞聾じ嗅電kt、 | ■■■ず甲騨
「
 大切なことを教えてくれる。審錆TI・

1魃明
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歩ιつて学ぶミ糖尿病ウォークラグー 第 18回神奈′II大会のご案内 ノ
秋は運動の季節です ! 心地よい秋風の中で、ご家族・ご友人と一緒に動物園
の中の楽しいウォーキングはいかがですか。みなさんお誘い合わせの上、奮つて

ご参加ください (事前申込制 )。

開催日時: 平成 25年 10月 27日 (日 )
午前 10:30～午後 2:30

(受付 :午前 10:00)

※昼には医師による青空教室があります

開催場所: 横浜市立金沢動物園
参加資格: 糖尿病患者さんと

ご家族口ご友人の皆さん

募集人数: 制限なし
参加費: 1名につき200円 (保険料として)
注意:必ず主治医の許可を得て、参加申し
込みをしてください。昼食は各自でご持参くだ

さい。

お申込み締め切り:開催日前日まで

お申込み・お問い合わせ先 :

ウォークラリー事務局

(TEL:045-474¨ 0361)

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

(8)

蒻葉多謬 暦の上では立秋を過ぎたものの、

日本列島は強い太平洋の高気圧に覆われ、

連 目記録的な猛暑が続いています。私のクリ

ニックの友の会では、会員の方の発案で、今

年は全員に暑中見舞いの葉書を出しました。

暑中見舞いの文面が賞味期限を過ぎないうち

に早く投函せねば、とスタッフー同汗を流しな

がら作業に追われましたが、この暑さでは今受

け取つた方がむしろよリタイムリーであつたかも

知れませんのでも暑い、暑いばかりでもありませ

ん。本誌の編集作業に追われ、夜も更けてふ

と耳をすますと、開け放った窓の向こうから虫

の鳴き声も小さく聞こえてきます。暦の新 1国 の

ずれはあるものの、

季節の真っ盛りの

中にも次にくる季節

の僅かな兆しを敏

感に見つけた先人

の心に感心します。

ところで何故、暑中

見舞いを出すことに

なつたかと言えば、

友の会の活動を少

しでも活性化しなけ

れば、という役員の

OTERUMピ
人にやさしい医療へ

テルモは、ユニークな流く技rlで

人にやさしい
=療
を実現し、

医療を受ける人 支える人 双方の信頼にlLえます.

方たちの切実な思いがあつたからです。もし会

の活 ll」が低迷しているとすれば、その原医|の

おおもとは私にあるので、その私にあれこれ言

う資格などあまりないことはわかつています。た

だ今号の友の会の紹介の記事を拝読して、会

員数の減少、新規入会者、特に若い世代の方

の減少、行事に参加する人の固定化などの悩

みは他の多くの会でも抱えているのではない

か、と感じました。 ^方原稿のご執筆のお願い

などで色々な友の会の患者様、スタッフの方と

(電話やメール、FAXなどで)コミュニケーショ
ンさせて頂く機会がありましたが、どの方からも、

糖尿病療養にかける真摯な熱意が伝わってき

ます。きつかけさえ

あれば、直接に心と

心でつながることは

できるのだと思いま

す。一病息災という

前向きなものごとの

とらえ方は、個々の

人においてだけで

なく、社会全体にお

いても通用するよう

な気がします。
湘南大磯クリニック

齋藤達也

最寄り駅:京浜急行 金沢文庫駅


